
ボ
ン
。
へ
・
フ
ァ
ン
・
メ
ー
ル
デ
ル
フ
ォ
ー
ル
ト
Ｃ
Ｏ
富
国
目
。
“
厘
島
厘
堕
９
言
胃
『
旨
匡
い
ぎ
日
胃
ぐ
ぃ
目
巨
の
①
ａ
閂
暑
。
。
具
。
扇
思
ｌ
乞
吊
）
の
日
本
に
お

け
る
業
績
に
つ
い
て
は
ほ
ぼ
研
究
さ
れ
つ
く
し
た
感
が
あ
る
が
、
理
化
学
研
究
官
と
し
て
の
役
割
に
つ
い
て
は
十
分
評
価
さ
れ
て
い
る
と
は
い

（
１
）

え
な
い
。
我
々
は
ポ
ン
ペ
が
来
日
し
た
際
（
屍
雪
）
日
本
に
も
た
ら
し
た
オ
ラ
ン
ダ
人
頭
蓋
骨
に
つ
い
て
の
調
査
を
進
め
て
い
た
が
、
そ
の
調

査
の
途
次
、
現
地
オ
ラ
ン
ダ
の
ラ
イ
デ
ン
自
然
史
博
物
館
で
ボ
ン
・
へ
の
名
前
が
収
集
者
と
し
て
付
さ
れ
て
い
る
動
物
標
本
を
見
る
機
会
を
得

た
。
シ
ー
ポ
ル
ト
亀
蜀
．
ぐ
。
昌
蔚
ｇ
ｇ
の
も
た
ら
し
た
も
の
に
比
べ
る
と
そ
の
数
は
少
な
い
が
、
こ
れ
ま
で
ボ
ン
・
ヘ
が
日
本
で
収
集
し
た
資

料
は
ほ
と
ん
ど
が
帰
路
の
船
の
遭
難
の
た
め
失
わ
れ
た
、
と
思
わ
れ
て
い
た
た
め
、
そ
の
難
を
ま
ぬ
か
れ
て
、
別
便
で
オ
ラ
ン
ダ
に
到
着
し
た

も
の
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

ボ
ン
。
へ
は
周
知
の
よ
う
に
一
八
五
七
年
（
安
政
四
年
）
九
月
、
江
戸
幕
府
の
要
請
を
受
け
て
組
織
さ
れ
た
第
二
次
海
軍
伝
習
隊
の
一
員
と
し
て

日
本
の
地
を
踏
ん
だ
。
当
初
の
ボ
ン
。
へ
の
役
割
は
長
崎
海
軍
伝
習
所
で
の
医
学
伝
習
で
あ
っ
た
が
、
丁
度
、
時
期
を
同
じ
く
し
て
オ
ラ
ン
ダ
商

館
医
の
フ
ァ
ン
・
デ
ン
・
ブ
ル
ッ
ク
亀
・
言
．
」
．
ぐ
画
冒
号
冒
陣
。
異
．
韮
、
房
韻
Ｉ
扇
司
）
が
辞
任
し
た
の
で
、
こ
の
後
任
と
し
て
オ
ラ
ン
ダ
商
館

（
６
）

医
に
任
命
さ
れ
、
同
時
に
日
本
駐
在
自
然
科
学
調
査
官
を
兼
任
し
た
。
医
学
伝
習
官
と
し
て
の
ボ
ン
・
へ
の
活
躍
と
日
本
に
与
え
た
大
き
な
影
響

に
つ
い
て
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
が
、
自
然
科
学
調
査
官
と
し
て
の
ボ
ン
。
へ
の
役
割
は
ケ
ン
・
ヘ
ル
（
画
尻
秒
の
日
蔦
再
〕
韮
、
届
９
１
５
縄
）
、
ツ
ュ

ボ
ン
ベ
が
日
本
で
採
集
し
た
動
物
標
本
に
つ
い
て

唖
碑
準
樫
檸
韓
棒
癖
一
存
準
麺
鰐
昭
和
五
十
九
年
四
月
十
六
日
受
付

金
沢
英
作
・
神
谷
敏
郎
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ン
、
ヘ
リ
－
８
弓
．
目
言
日
胃
晶
．
華
、
ご
鼠
ｌ
司
尉
）
、
シ
ー
ポ
ル
ト
亀
。
固
く
。
局
酸
ｇ
ｏ
丘
．
韮
画
勗
困
ｌ
扇
ぎ
〉
勗
沼
Ｉ
届
認
）
、
ら
の
先
人
の
偉
大

（
２
）

な
業
績
の
陰
に
か
く
れ
て
全
く
目
立
た
な
い
。
日
本
に
お
け
る
博
物
学
の
歴
史
の
中
で
も
ボ
ン
。
へ
の
業
績
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
。
こ

れ
は
収
集
し
た
資
料
の
多
く
が
失
わ
れ
た
た
め
、
そ
れ
ら
の
記
載
が
不
可
能
で
あ
っ
た
こ
と
、
彼
の
興
味
の
中
心
が
医
学
の
伝
導
で
あ
り
、
地

誌
、
自
然
史
な
ど
の
調
査
を
す
る
時
間
が
少
な
か
っ
た
こ
と
、
収
集
し
た
標
本
は
す
で
に
先
人
に
よ
っ
て
記
載
さ
れ
、
新
種
の
発
見
や
珍
し
い

知
見
が
少
な
か
っ
た
こ
と
、
な
ど
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
今
回
、
我
々
が
調
査
し
た
多
く
の
動
物
が
、
系
統
的
に
整
理
さ
れ
て

収
集
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
ボ
ン
・
へ
は
自
分
の
任
務
を
十
分
に
認
識
し
、
並
之
な
ら
ぬ
努
力
を
払
っ
て
収
集
に
当
っ
た
こ
と
が
う

か
が
え
る
。
博
物
館
に
は
標
本
と
と
も
に
動
物
名
や
収
集
者
名
が
か
な
や
漢
字
で
書
か
れ
た
古
び
た
和
紙
も
保
存
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
を
見

る
と
、
収
集
に
当
っ
た
の
は
ボ
ン
。
へ
自
身
ば
か
り
で
な
く
、
養
生
所
の
学
生
達
も
参
加
し
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。

ラ
イ
デ
ン
国
立
自
然
史
博
物
館
負
濤
の
冒
屋
“
２
日
ぐ
目
忽
冒
且
箒
の
閏
“
８
烏
尉
胃
鳥
昌
・
図
ら
は
ラ
イ
デ
ン
市
の
旧
市
街
の
中
心
通
り
で

あ
る
プ
レ
ー
・
シ
ュ
ト
ラ
ー
ト
（
犀
①
の
竺
国
異
）
の
南
端
に
あ
る
。
数
年
前
ま
で
は
一
般
に
公
開
さ
れ
て
い
た
が
、
現
在
で
は
研
究
機
関
と
な

り
、
特
別
な
調
査
を
目
的
と
す
る
人
以
外
に
は
公
開
さ
れ
て
い
な
い
。

ボ
ン
。
へ
の
標
本
に
関
し
て
博
物
館
側
に
残
さ
れ
て
い
る
資
料
と
し
て
最
も
重
要
な
も
の
は
ハ
イ
セ
ソ
（
街
四
一
盲
２
劃
８
）
編
著
の
博
物
館
歴

（
３
）

史
記
録
で
あ
ろ
う
。
こ
の
中
に
ボ
ン
・
ヘ
が
当
時
の
館
長
で
あ
っ
た
シ
ュ
レ
ー
ゲ
ル
命
、
匡
品
の
一
）
に
送
っ
た
標
本
や
手
紙
に
関
す
る
解
説
が
あ

る
。
半
頁
ほ
ど
の
長
さ
な
の
で
そ
の
全
文
を
日
本
語
に
訳
し
て
紹
介
し
て
お
く
。

「
シ
ュ
レ
ー
ゲ
ル
の
一
八
六
一
年
七
月
の
依
頼
に
よ
り
、
ボ
ン
・
へ
は
日
本
の
生
物
の
収
集
と
そ
れ
に
関
す
る
費
用
の
調
査
を
は
じ
め
た
。
そ

れ
ま
で
は
ま
だ
成
果
は
な
か
っ
た
が
、
彼
自
身
、
収
集
を
開
始
す
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
件
に
関
し
て
は
ボ
ン
。
へ
は
す
で
に
よ
く
知
っ
て
い
る
は

ず
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
彼
（
ボ
ン
・
へ
）
は
一
八
五
六
年
、
日
本
を
出
発
す
る
前
に
（
前
館
長
で
あ
っ
た
）
テ
ミ
ン
ク
ｑ
③
冒
目
胃
乙
に
会
っ
て
話

を
聞
い
て
い
る
か
ら
。
ボ
ン
。
へ
は
す
で
に
パ
リ
に
オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
を
送
り
、
ま
た
ブ
レ
ー
カ
ー
亀
．
里
命
異
の
『
）
魚
類
部
長
）
あ
て
に
魚
を
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ハ
イ
セ
ン
が
こ
れ
を
書
い
た
の
は
す
で
に
ボ
ン
・
ヘ
が
動
物
を
オ
ラ
ン
ダ
に
送
っ
た
頃
か
ら
五
十
年
程
を
経
過
し
て
い
る
た
め
、
記
述
に
や
や

不
明
瞭
な
点
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
記
述
か
ら
判
断
す
る
限
り
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
わ
か
る
。
哺
乳
類
は
合
計
二
十
三
個
体
、
鳥
類
は
百

送
っ
た
。
そ
れ
は
彼
の
仕
事
上
の
義
務
で
あ
る
（
一
八
六
一
年
二
月
、
シ
ュ
レ
ー
ゲ
ル
か
ら
の
手
紙
）
。
ボ
ン
。
へ
は
九
州
の
烏
と
野
生
動
物
を
す
で
に

集
め
、
次
い
で
魚
類
と
昆
虫
が
送
ら
れ
る
予
定
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
内
容
に
つ
い
て
は
ボ
ン
。
ヘ
が
帰
国
時
に
知
ら
せ
て
く
れ
る
で
あ
ろ
う
。
ボ

ン
・
へ
は
出
島
か
ら
日
本
本
土
に
出
る
の
が
困
難
で
あ
り
、
そ
れ
が
収
集
を
む
ず
か
し
く
し
て
い
る
、
と
い
う
（
一
八
六
二
年
六
月
三
十
日
付
ボ
ン

●
へ
か
ら
の
手
紙
）
。
そ
の
年
の
十
二
月
の
（
博
物
館
の
）
記
録
に
よ
る
と
、
十
三
個
体
の
哺
乳
類
と
百
六
個
体
の
鳥
類
が
受
け
取
ら
れ
た
、
と
あ

り
、
翌
二
月
に
は
鉱
物
と
化
石
が
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
ボ
ン
。
へ
は
日
本
を
発
っ
た
後
も
収
集
が
続
け
ら
れ
る
よ
う
手
配
し
て
い
る
。
し
か

し
、
実
際
そ
れ
が
行
わ
れ
た
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。
ま
た
、
も
う
一
つ
の
動
植
物
を
含
む
荷
物
が
送
ら
れ
た
と
い
う
情
報
が
あ
る
。
そ
れ

以
外
は
す
べ
て
帰
路
の
船
の
遭
難
で
失
わ
れ
た
。
最
後
の
便
は
十
個
体
の
哺
乳
類
と
三
十
五
個
体
の
鳥
類
で
あ
る
。
」

図1ライデン・国立自然史博物館

灘蕊§蕊織'穂

蕊鯉

驚瀞蟻溌鍛溌銭鋳鍵鍵懲蕊瀧騨維;:蝿職

図2検索カード例，メジロ，シ

ーポルトと張ンペの橘が見

られる
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表1哺乳類

個体数和名種名

２
２
１
１
４
１
３
３
３

Apodemusargenteus(Temm.)

Apodemusspeciosus(Temm.)

Lepusbrachyurus(Temm.)

Lutravulgaris(Erxleben)

Mustelamelampus(Temm.)

NyctereLltesviverrinus(Temm.)

Ptcromysleucogenys(Temm.）

Rattusrattustanezumi(Temm.)

Talpawogura(Temm.)

ヒメネズミ

アカネズミ

ノウサギ

カワウソ

イ域手
U〆蓼

ホンド タヌキ

ムササビ

ニホンクマネズミ

アズマモグラ

’1
1

’20名
二
１

言
画
一
■
１

註Tcmm.IXTemminckの略

四
十
一
個
体
送
ら
れ
て
い
る
。
魚
類
は
数
は
不
明
で
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
二
回
送

ら
れ
て
い
る
。
昆
虫
は
送
ら
れ
た
か
ど
う
か
不
明
で
あ
る
。
化
石
と
鉱
石
が
送
ら
れ

て
い
る
。

さ
て
、
我
々
は
こ
れ
ら
の
動
物
が
実
際
に
こ
の
博
物
館
に
あ
る
か
ど
う
か
を
確
認

す
る
作
業
に
入
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
思
っ
て
い
た
ほ
ど
簡
単
で
は
な
か
っ

た
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
標
本
は
動
物
分
類
法
に
従
っ
て
整
理
さ
れ
、
倉
庫
に
し
ま

わ
れ
て
い
る
。
標
本
の
寄
贈
者
は
博
物
館
の
記
録
と
し
て
は
残
っ
て
い
る
が
、
動
物

の
系
統
分
類
と
保
存
を
目
的
と
す
る
博
物
館
の
業
務
か
ら
す
れ
ば
二
次
的
な
も
の
で

あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
ボ
ン
。
へ
の
標
本
は
特
別
に
ま
と
め
ら
れ
て
保
管
さ
れ
て
い
る

わ
け
で
は
な
く
、
他
の
何
万
と
い
う
世
界
中
か
ら
の
標
本
に
混
っ
て
倉
庫
の
隅
々
に

し
ま
わ
れ
て
い
る
。
シ
ー
ボ
ル
ト
の
一
一
ホ
ン
オ
オ
カ
ミ
の
よ
う
な
標
本
な
ら
ば
館
員

も
見
せ
慣
れ
て
い
る
の
で
す
ぐ
出
し
て
き
て
く
れ
る
が
、
他
の
標
本
は
寄
贈
者
の
名

前
か
ら
だ
け
で
は
ど
こ
に
入
っ
て
い
る
の
か
わ
か
ら
な
い
。
ボ
ン
・
へ
の
標
本
を
見
る

に
は
、
標
本
ご
と
に
作
ら
れ
た
カ
ー
ド
（
図
２
）
を
し
ら
染
つ
ぶ
し
に
検
索
し
、
寄

贈
者
名
の
欄
に
ボ
ン
。
ヘ
と
い
う
名
が
あ
っ
た
ら
そ
れ
を
引
き
州
し
て
、
倉
庫
で
実
物

を
確
認
す
る
と
い
う
作
業
を
繰
り
返
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。

さ
て
こ
の
よ
う
な
作
業
の
結
果
、
表
１
，
２
，
３
に
示
す
動
物
が
所
蔵
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
判
明
し
た
。
哺
乳
類
は
九
種
二
十
個
体
で
、
ハ
イ
セ
ン
の
記
載
よ
り
三
個
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表2烏類

｜和斜｜個体数種名

Alcedoatthisjaponica(Bonap)

Anasacuta(L.)

Blltoridesstriatusamrensis(Schrenck)

Columbajanthinajanthina(Temm.)

Columbalivia(Gmelin)

Coturnixcoturnixjaponica(Temm.&Schl.)

Dendrocoposkizukikizuki(Temm.)

Dendronessagalericulata(L.)

Jynxtorquillajaponica(Bonap)
Laruscrassirostrisbieill

Mesophoyxintcrmediaintermedia(Wagler)

Nycticorax]'ycticorax(L.)

Otusbakkamoenasemitorques(Tcmm.&Schl.)

Picusawokera(Temm.）

Podiccpsruficollisjaponicu､Hart)

Scolopaxrusticola(L.)

Sphenurussieboldiisieboldii(Temm.)

Streptopeliaorientalisorientalis(Latham)

Strixuralensisfilscescens(Temm.&Schl.)

Syrmaticussoemmcrringii(Temm.)

Erithacusぐailiope(Pallas)

Erithacuscyanuruscyanurus(Pallas)

Phoenicurusauroreusauroreus(Pallas)

Turdusnaumam'ieunomus(Tcmm.)

Turduspallidus(Gmelin)

Zootheradaumatoratugumi(Momiyama)

Zosteropsjaponicajaponica(Temm.&Schl.)

モ
、
ト

ミ
ガ
イ
バ

セ
ガ
ゴ
ス

ワ
ナ
サ
ラ

カ
オ
サ
カ

４
１
３
１
１
１
１
２
１
３
１
２
３
６
１
１
４
３
１
２
１
４
２
３
４
４
２

ゥズラ

キ ュウシュウコゲラ

アリ ス イ

ウミネコ

ゴイサギ

オオ コノハズク

ァォケラ

カイツブリ

ヤマシギ

アオバト

キジバト

フクロウ

ヤマドリ

ノゴマ

ルリビタキ

ジョウビタキ

ツグミ

シロノ、ラ

トラツグミ

メジロ

小計62

約60未分類標本

計約122

註Temm・はTcmminck,L.はLinne,Schl.はSchlegelの略
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表3魚類(BIeekerによる）

A.淡水魚又は沿岸性の魚類

PlatycephalusinsidiatorBI・Schl.

GobiusgymnauchenBIkr,nov・spec、

GobiusmacrognathosBIkr,nov.spec.

PseudobagrusaurantiacusBlkr.

CobitichthysdichachrousBIkr,nov.spec.

CobitichthyspolynemaBIkr,nov.spec.

AcheilognathusmelanogasterBlkr,nov・spe《

CyprinusHavipinnisK.v.H.

CyprinusmelanotusT.Schl.

CarassiusauratusNilss,monstros・diversae，

CarassiusBiirgeriT.Schl.

PseudorasborapusillaBIkr.

AplocheiloslatipesBIkr.

HarengulazunasiBlkr.

SalanxmicrodonBlkr.

AnguillajaponicaT.Schl.

B.海水魚

CestracionzebraGr.

Sql,atinajaponicaBlkr.

RhinobatusSchlegeliiMH.

RajakenqjeiBiirg.

TrygonakaieiMH.

MonacanthuskomukiBlkr.

MonacanthusoblongusT・Schl・

MonacanthustrachydermaBlkr,nov・spec・

GastrophysusrubripesBIkr.

GastrophysusxanthopterusBlkr.
PlatessacornutaT・Schl・

AesopiajaponicaBlkr,nov・spec，

LophiussetigerusWahl.
AntennariusiridensBlkr・

CallyodonjaponicusT.Schl.

CossyphusreticulatusCV.

MyripristisjaponicusCV.

PriacanthusniphoniusCV.

MonocentrisjaponicusBI・sch1．

CentropristeshirundinaceusCV.
SerranusoctocinctusT.Schl.

Serranustr1maculatusCV．

(コチ）

(ヒメハゼ）

(エドハゼ）

(ギバチ）

（ヒケハゼ）

(フナ）

(モッゴ）

(メダカ）

(サッパ）

(シラウオ）

(ウナギ）

(シマネコザメ）

(カスザメ）

(サカタザメ）

(ガンギエイ）

(アカエイ）

(ナガハギ）

Ｊ種
う
Ｊ
ｊ

ｊ
Ｊ
－
タ
ｊ
オ
種

グ
グ
の
シ
ウ
ウ
ー

フ
フ
イ
ノ
コ
リ
の

ラ
マ
レ
シ
ン
ザ
イ

ト
シ
カ
ウ
ア
イ
タ

く
く
く
く
く
く
く

(クルマダイ）

(マツカサウオ）

(ヒメコダイ）

〆ワワ、
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表3のにづつき

SerranustsiremenaraT・Schl.

DiagrammacinctumT.Schl.

DiagrammapunctatumEhr.

McsoprionophuyseniiBIkr.

DentexgriseusT.Schl,

DentexhypselosomaBIkr.

DentexsetigerusT.Schl.

ScolopsidesinermisT・Sclll.

ChrysophrysariesT・Sclll・

CheilodactyluszonatusCV.

MelanichthVscrenidensBlkr.
ゴ

ApogonlineatusT.Schl.

ApogonichthyscarinatusBIkr.

Sebastesmarmorall,sCV.

Ptel､ichthVsalatusSwns.

Upeneuschrysoplclll､onBlkr･

UpcneoidesbensasiBlkr.

Holacanthusseptentl､lonalisT・sch1．

Amphacanthusfusccsccns(JV.

NaseusscalprlimBlkr.

Uranoscopusaspe'･T.Sd,l.

Tx･iglaBiirgeriT・Schl・

PlatycephalusmacrolcpisBlkr.

Platy(､ephalusMecrdcl､voo'･tiiBlkr,nov.spec

Platy(､ephalusspinos,IsT.Schl.

Bemb'･asjaponicusCV.

HoplichthysLangsdorfiiCV.

CallionymllsIongi(､auda(IIsT・sch1．

PelでispulchellaT・Scl】1．

PercissexfasciataT.Schl.

Gobil'sflavimanusT.Sc1l1.

ChaeturichthyspolyncmaBIkr.

PeriophthalmusmodcstusT.Scl'l.

CepolaKrusensterniiBlkr.

CarassiusauratusNilss.

CongcranagoT.Sch1.

CongervulgarisCuv.

MyrOPhiSuropterusBIkl･.

MuraenaalbimarginataT.Schl.

(タマガシラ）

(ヘダイ）

(テンジクダイ）

(マトイシモチ）

(ウミヒゴイ）

(ヒメジ）

７

Ｊ
種

チ
Ｊ
一

ブチ
、
ｊ
、
ノ
ゴ
チ
の

．
．
、
ノ
チ
チ
リ
ゴ
チ

サ
チ
ゴ
ゴ
ハ
リ
ゴ

ネ
ゴ
ニ
カ
ッ
メ
ヌ

ア
メ
オ
ア
ナ
ヌ
イ

く
く
く
く
く
く
く

(マハゼ）

（トビハゼの一種）

(アカタチ）

(フナ）

(ゴテンアナゴ）

(クロアナゴ）

（ヒレアナゴ）

(ヘリシロウツボ）

註T.S(､hl.はTemminCkandSchlegelの略,BlkrはBleeker,Cuv.,CVは

Cux･ier,BtirgはBiirgcrの略，その他の略名は不明。nov･spec･は新種。

学名が古いため現在の和名を検索できないものも多い。
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体
少
な
い
。
現
在
の
日
本
で
は
少
な
く
な
っ
た
動
物
（
カ
ワ
ゥ
ソ
）
も
含
ま
れ
る
が
、
特
に
珍
し
い
も
の
は
な
い
。
種
と
し
て
の
記
載
は
す
で
に

シ
ー
ポ
ル
ト
の
標
本
な
ど
を
も
と
に
シ
ュ
レ
ー
ゲ
ル
の
前
館
長
で
あ
っ
た
テ
ミ
ソ
ク
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
。
鳥
類
は
整
理
さ
れ
て
確
認
さ
れ
た

も
の
が
二
十
七
種
、
六
十
五
個
体
で
、
こ
の
ほ
か
に
未
整
理
分
（
カ
ー
ド
が
作
ら
れ
て
い
な
い
も
ｇ
が
六
十
個
体
ほ
ど
あ
る
。
ハ
イ
セ
ン
の
記

載
し
て
い
る
百
四
十
一
個
体
よ
り
は
や
や
少
な
い
。
こ
れ
ら
の
中
に
も
新
種
と
し
て
記
載
さ
れ
た
も
の
は
な
い
。

（
４
）

ボ
ン
・
へ
の
標
本
の
う
ち
魚
類
だ
け
は
ブ
レ
ー
カ
ー
に
よ
っ
て
分
類
、
整
理
さ
れ
、
そ
の
分
類
学
的
研
究
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
る

と
七
十
八
種
の
魚
類
が
博
物
館
に
届
い
て
お
り
、
そ
の
う
ち
の
八
種
が
新
種
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
に
は
ブ
レ
ー
カ
ー
に
よ
る
命
名
が
行
わ
れ
、

さ
ら
に
そ
の
中
の
二
種
に
は
ボ
ン
。
へ
の
名
前
が
冠
さ
れ
た
。
そ
の
二
種
と
は
表
中
の
国
騨
ｑ
ｎ
８
富
言
い
日
の
①
ａ
角
愚
。
Ｏ
言
・
畳
（
「
こ
ち
」
の
一
種
、
図
３
）

譲灘
鍵辮
幕幕.鷺浮::．.笠..:．弗赴．.．』

識蕊¥篭護

鶏
△L-4;-5-5-----11,,号一~-'ず'':~-''

鞘11鳶:.:蕊11t.::.｡..:.．．.､1制・1．

灘蕊議 灘箪鶏
謹

溌窪

撃
妓 鴬

鰯,ﾉ鞍蕊 :蕊
I÷二

ゴｰq’■~・鞆■■用，凸.-■-'-咄P.｡■~■~■~■~■~ゴ''一

ポンペの標本,PIatycephalusmeerdervoortii図3

:！§い”;”::舟湾;;;『｢f』J;|f,海Ⅱ≦〆‘…"”"jJ1

図4ポンペの標本,Rajameerdc,･voortii(左）

調
沙
壷
．

熱

蕊
斜I北弼

琴

●
恥
蟻

蕊學

§
図5貝類のリスト
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稿
を
終
え
る
に
当
り
、
調
査
の
ご
便
宜
を
計
ら
れ
た
、
ラ
イ
デ
ソ
自
然
史
博
物
館
学
芸
員
・
ス
メ
ー
ン
ク
博
士
、
フ
ァ
ン
・
オ
イ
エ
ソ
博
士

に
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。
ま
た
、
ボ
ン
・
へ
の
標
本
に
つ
い
て
ご
教
示
を
い
た
だ
い
た
東
京
学
芸
大
学
・
大
沢
真
澄
教
授
に
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
本
研
究
の
一
部
は
一
九
八
四
年
二
月
の
医
史
学
会
例
会
（
順
天
堂
大
学
）
に
て
発
表
し
た
。

な
お
、
最
後
に
こ
の
他
の
標
本
の
こ
と
を
述
べ
て
お
く
と
、
貝
類
は
リ
ス
ト
の
み
到
着
し
（
図
５
）
、
実
物
は
未
着
。
昆
虫
類
は
無
し
。

れ
た
か
ど
う
か
も
不
明
。
動
物
で
は
な
い
が
、
鉱
石
、
化
石
類
は
ラ
イ
デ
ン
市
、
鉱
物
博
物
館
に
保
存
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
当
初
、

ほ
ど
あ
っ
た
が
、
一
九
八
二
年
夏
、
大
幅
に
整
理
さ
れ
て
、
一
箱
と
な
っ
た
。
な
お
、
こ
の
他
、
ラ
イ
デ
ン
大
学
附
属
陪
葉
館
（
”
舞
い

冨
冒
目
）
に
植
物
が
若
干
届
い
て
い
る
と
い
わ
れ
る
が
、
今
回
、
そ
の
調
査
は
行
え
な
か
っ
た
。

ボ
ン
・
へ
の
収
集
し
た
日
本
の
動
物
標
本
の
数
は
シ
ー
ポ
ル
ト
の
も
た
ら
し
た
も
の
に
比
べ
て
は
る
か
に
少
な
い
も
の
の
、
ま
と
ま
っ
た
日
本

の
標
本
と
し
て
は
そ
れ
に
次
ぐ
も
の
で
あ
る
。
シ
ー
ボ
ル
ト
に
は
ビ
ュ
ル
ガ
ー
（
国
．
圏
侭
の
『
）
と
い
う
有
能
な
助
手
が
い
た
の
に
対
し
、
ボ
ン

・
ヘ
に
は
そ
う
い
う
助
手
が
い
な
か
っ
た
の
は
標
本
の
収
集
、
整
理
と
い
う
点
で
不
利
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
先
に
述
べ
た
、
い
く
つ
か
の
理
由
も

ポ
ン
・
へ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
不
利
な
要
素
と
し
て
働
い
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
不
利
な
条
件
の
中
で
も
自
然
科
学
調
査
官
と
し
て
の
責
任
を

果
し
た
ボ
ン
。
へ
の
強
い
目
的
遂
行
意
識
は
医
学
の
精
力
的
な
伝
導
と
軌
を
一
に
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

と
表
中
に
は
詞
旦
凹
尿
ｇ
ａ
ｇ
（
ガ
ン
ギ
ェ
ィ
）
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
後
年
、
ブ
レ
ー
カ
ー
が
こ
の
中
に
新
種
と
し
て
認
め
た
詞
旦
画
巨
の
ｑ
‐

（
４
）

号
弓
○
日
豊
（
「
え
と
の
一
種
、
図
４
）
で
あ
る
。
こ
の
事
実
は
ブ
レ
ー
カ
ー
が
ポ
ン
・
へ
の
業
績
を
十
分
に
評
価
し
た
こ
と
の
表
れ
で
あ
ろ
う
。

魚
類
は
陸
上
の
動
物
に
比
べ
て
数
も
多
く
、
ま
た
発
見
さ
れ
る
機
会
が
少
な
い
の
で
、
新
種
の
発
見
が
時
代
的
に
新
し
く
な
る
。
ボ
ン
。
へ
の
標

本
の
中
に
八
種
も
の
新
種
が
あ
っ
た
の
は
そ
の
よ
う
な
理
由
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
。

送
ら

七
箱

餌
ｑ
‐
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（ １ ） 神 谷 敏 郎 、 金 沢 英 作 、 オ ラ ン ダ 医 官 ボ ン 。 ヘ が 我 が 国 に も た ら し た 頭 蓋 骨 の 由 来 に 関 す る 調 査 、 日 本 医 史 学 雑 誌 、 投 稿 中 、 昭 和 五

（ ２ ） 上 野 益 三 、 日 本 博 物 学 史 、 平 凡 社 、 昭 和 四 十 八 年 。

（ ３ ） シ 鴨 吾 包 の 菅 。 旨 ” ） 堕 閃 静 堕 昌 易 ① 巨 日 ぐ 閏 〕 ｚ 四 目 目 ・ 昼 胃 閏 駕 ○ 国 句 ・ 扇 ｇ ｌ ら ５ 勺 届 興 胃 丘 ｇ ｚ 昌 ○ 旨 呉 冒 畠 ⑦ 二 目 島 ｚ 画 冒 旦 国 “ ｓ ご ・

（ ４ ） 国 ⑦ 鳥 角 ． 園 ” 凶 ① ａ ① 亘 江 国 鴨 ８ 弄 旦 ① 序 昌 易 Ｑ ｑ ａ ゆ ず 属 目 画 く 煙 冒 〃 盲 も 胃 】 ． シ ９ 画 ｍ ｏ ｅ ・ 坪 ． 再 昼 ○ ‐ ｚ ① ９ ］ ・ 璽 幹 千 ｓ 鋸 馬 ｇ ，

（ ５ ） 国 ○ ① 唖 ① 昌 閏 ］ 暫 昌 ． 叩 ｍ ｏ ｇ ① 門 ① 冒 胃 厨 ○ 口 吾 ① 丘 ｇ 旨 昌 具 昏 ， 奇 も 胃 〕 ① 胃 桝 ● 皇 晩 淘 旦 員 ざ 高 ｅ 亀 昌 三 斤 Ｈ 陣 国 ① 己 の ） 届 と ） 目 旦 詞 亀 皇 ミ ミ 『 ‐

号 さ 。 ミ ミ 国 の 島 国 〉 畠 ９ ． Ｎ Ｏ Ｃ 旨 唱 輌 呂 ① 巨 乱 ＆ 農 昌 鴨 Ｐ 認 北 国 甲 画 曽 》 后 忍 ．

（ ６ ） で ○ ロ も の ぐ 四 口 旨 の の ａ ｇ ・ ぐ ○ ○ 嵐 〕 ］ ． Ｆ ○ ． 如 く 觜 荷 Ｈ ● ｇ 旨 ］ 画 も 四 Ｐ 国 時 日 固 く 胃 』 Ｑ の 回 国 ⑤ 二 ぐ 豊 ｇ ぐ 四 目 、 蝕 昌 ｇ 〕 Ｆ の 己 ９ 画 届 ＄ ．

］ ・ 日 ○ ． 勺 ○ 日 で ① ぐ 四 目 心 冨 ① ① ａ ① 再 ぐ ○ ○ 再 芝 麗 四 目 ① ｓ ｏ 巴 ｇ ｏ ｏ ８ 門 ご 号 ○ ぐ 置 房 」 ］ 四 ℃ 四 目 （ ｚ 煙 い 四 囲 江 ） 冒 届 弓

閉 四 日 ① 員 号 ① 弓 島 忌 ① ロ ー 貝 。 苛 嵩 ゆ く 巴 Ｑ ① 国 の 胃 巨 ① 貝 ． 吊 由 函 望 月 ８ 鵲 ご 』 ミ ○ 島 冒 蔚 画 ｏ 匡 口 胆 四 口 Ｑ 胃 凹 ９ 月 旨 い

民 巨 ① Ｑ 』 ○ 肖 昌 ① 四 目 ｇ 詳 唖 骨 目 色 口 ⑦ ロ 。 ① 一 口 ］ 画 で 四 国 写 ミ ① 島 ① 貝 』 巨 ○ 彦 四 Ｑ ｐ 】 胃 ① Ｑ ・ 吊 肖 ○ 一 く ① ぐ ① 局 ・ 彦 尉 夛 之 ○ 汽 宍 蜀 邑 ． 津 】 ① ○ ○ 崖 ① ａ 陣 ○ 国 ． ○ 局

、

四 目 』 貝 〕 四 房 四 目 ｇ ｏ 《 ず ① 門 口 四 斤 目 門 口 』 ぬ で ① 。 自 己 ① 国 ぬ げ 固 め 旨 ○ 号 す ① の 旨 夛 之 ① ］ ］ 歸 旨 ○ 三 ミ 目 》 ず ① ○ 四 巨 唾 ① 尽 国 ○ 降 ○ 烏 ． 辱 尉 ○ ○ ］ 庁 ○ は ○ 目 一 之 ① 門 ①

Ｆ

庁 扉 ○ 自 明 苛 庁 ８ 画 四 ぐ ⑦ す ① ① 目 ざ 胃 』 目 色 の 臣 も 夛 弓 ① の 穴 ○ 目 ぽ い ミ 画 く ず 四 の 穴 坤 ○ 日 』 騨 固 凹 昌 ８ 冨 唖 Ｃ Ｏ 巨 口 言 く 冒 勗 亀 。

■

旨 遍 紹 、 葛 ① さ 巨 昌 ユ 目 回 国 ぐ 四 日 目 巴 名 ① ９ 日 ① 易 い ① 日 す ぐ 勺 ○ 日 胃 胃 ○ 門 ８ 首 号 ① ｚ 貝 ご 冒 昌 冨 易 ２ 国 ａ ｚ 胃 胃 昌

○

、 ヘ

十 九 年 。

文 献

茜 で “ ご 硯 の シ 己 冒 巴 、 Ｃ ａ 房 ｇ ① ユ ゴ 召 も ○ 日 ロ ① ぐ 四 国 言 ① ① ａ Ｒ ぐ ○ ○ 風

“
ｃ 冒

固 尉 幽 弄 巨 尻 シ ｚ Ｐ Ｎ 少 夛 『 シ 四 口 Ｑ 弓 Ｏ 骨 身 Ｏ 〆 診 冒 自 尽 少

（
8
1
）
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History,Leiden,Netherlands. ThecollectionwasratherlargesecondonlytoSiebold'scolleCtion,

including20mammals,aboutl20birds,78fishesandsomeamountofstones．Thesespecimens

weresentbyanothershipwhenhewasstillinJapan. Descriptionsofnewspeciesweremade

on8speciesoffishes.

函
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）


